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アメリカに渡った天理教
—移民・戦争・青年の力—

これまで伝道フォーラムでは、戦前・戦中の中国での天理教の活動と展開、コンゴブラザビル教会の歩み、
そしてネパールの天理教の現況と課題などをとりあげてきました。今回は、アメリカでの天理教の歩みを振り
返ります。

金子圭助氏は、「アメリカにおける天理教草創期の道は、移民として渡米した邦人が渡米後故郷からの便りに
よって道のことを知った者（東肥系緒方新蔵）、一時日本へ帰国した際入信した者（本島系岡崎薫夫）、また日
本で天理教教師の資格を持ち、あるいはようぼくとなっていた者（周東系三国又五郎、名京系神澤常太郎）、さ
らには布教者として使命を持って派遣された者（本島系岡崎ヨ子、上野作次郎、東肥系東田春雄）などがいた。」

（『改訂増補　天理教伝道史概説』）と述べています。アメリカに憧れ、最初期に渡米した 19 歳の玉置仙太郎氏
（明治 29 年、1896 年）、いわゆる秘密訓令後にアメリカ本土やハワイへと移り住んで布教した神澤常太郎氏（明
治 36 年）や三国又五郎氏（明治 40 年）。第 2 次世界大戦という時代を経て、アメリカでの信仰を連綿と受け
継ぎ、現代という時代、アメリカという社会のなかでの受容と展開を考えていくために、アメリカでの天理教
の元一日、その体験を学ぶ機会にしたいと考えています。

先人たちのアメリカへの思い、アメリカ伝道への情熱とその布教の実を手がかりにして、フォーラムでは、
アメリカでの天理教伝道の特徴を明らかにし、現在から将来へとつなげるアメリカの道について議論ができる
ことを期待しています。

第 1 講ではアメリカの初期伝道の様子を、第 2 講では第 2 次世界大戦における収容所体験、第 3 講では青年
会による「天理教青年会ハワイ大会」（1974 年）で示された “ あらきとうりょう ” の思いについて、お話をう
かがいます。

日時　2017年 3月 27日（月）13時 30分〜 16時 15分
場所　天理大学研究棟３階第１会議室

開講挨拶	：	高見宇造
講　演１	：	尾上貴行「アメリカ伝道の開始と展開」
講　演２	：	山倉明弘「信仰者の戦時強制収容体験が教えるもの」
DVD上映	：	『天理教青年会ハワイ大会』（1974年）
講　演3	：	飯降政彦「天理教青年会ハワイ大会」
　　　　	質疑応答

第８回伝道フォーラム開催のお知らせ

お車でお越しの方は、研究棟東側駐車場をご利用ください。
みなさまのご来場をお待ちしております。＊予約不要、聴講無料


